
Visionと戦略  2020.1041

多
職
種
連
携
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
I
o
T
を
最
大
限
に
活
か
し
た
在
宅
支
援

M
B
C（　

  　
　

）に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
実
現

上
が
最
も
多
い
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
の
中
で
、
織
田
病
院
は
、

「A
ging in place

」
を
病
院
の
中
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、
急
性
期
医
療
か
ら
在
宅

ま
で
、
保
健
（
予
防
）・
医
療
・
福
祉
・
介
護
の

各
分
野
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る
、
総
合
ヘ
ル

ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。
地

域
の
現
状
と
法
人
の
役
割
に
つ
い
て
、
理
事
長

の
織
田
正
道
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
佐
賀
県
南
部
医
療
圏
は
、
全
国
平
均
以
上

に
高
齢
化
が
著
し
く
、
こ
こ
10
数
年
で
85
歳
以

上
の
救
急
搬
送
患
者
は
2.5
倍
、
新
規
入
院
者
は

3.0
倍
と
、
そ
れ
ぞ
れ
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
応
す
る
た
め
当
院
で
は
、『
治

す
医
療
』か
ら『
治
し
支
え
る
医
療
』

へ
の
転
換
を
実
現
す
る
べ
く
、
院
内

に
お
い
て
は
安
心
し
て
在
宅
へ
帰
す

た
め
の
チ
ー
ム
医
療
、
退
院
直
後
に

つ
い
て
は
在
宅
と
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ

な
ぐ
仕
組
み
、
在
宅
で
は
地
域
と

と
も
に
支
え
る
仕
組
み
、
以
上
３
つ

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

『
治
す
医
療
』か
ら

『
治
し
支
え
る
医
療
』へ

　

佐
賀
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
鹿
島
市
は
、

干
潟
で
有
名
な
有
明
海
に
面
し
、
西
に
は
多
良

岳
山
系
の
山
々
を
望
む
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

て
い
る
。
人
口
は
約
２
万
９
０
０
０
人
、
世
帯

数
１
万
１
２
４
世
帯
の
鹿
島
市
で
１
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
の
が
、
社
会
医
療
法
人
祐
愛

会
織
田
病
院
で
あ
る
。
周
辺
は
佐
賀
県
南
部
医

療
圏
と
し
て
圏
内
の
人
口
約
15
万
人
を
数
え
、

75
歳
以
上
の
人
口
が
17
・
1
％
、
高
齢
化
率
は

32
・
9
％
、
医
療
圏
内
の
年
齢
層
で
は
85
歳
以

経営最前線経営最前線

医 療
福 祉
医 療
福 祉

社
会
医
療
法
人
祐
愛
会
織
田
病
院
は
、
院
内
の
多
職
種
連
携
や
地
域
の
診
療
所
と
の
病
診
連
携
、
そ
し
て
Ｉ
Ｃ

Ｔ
や
I
o
T
を
最
大
限
に
活
用
し
た
在
宅
支
援
に
よ
り
、従
来
の「
治
す
医
療
」
か
ら
、「
治
し
支
え
る
医
療
」

へ
の
転
換
を
実
現
。
介
護
領
域
を
支
え
る
ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
と
共
に
、
少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進
む
地
域
に

お
い
て
、医
療
と
介
護
を
支
え
る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

■
社
会
医
療
法
人
祐
愛
会
―
―
佐
賀
県
鹿
島
市

M
edical 

B
ase C

am
p

社会医療法人祐愛会　織田病院
　　                           　理事長　織田　正道 氏

病院と在宅をシームレスにつなぎ、高齢の患者が安心して地域で暮らし続けることを支援する MBC(Medical Base Camp)
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た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

M 
B
C
チ
ー
ム
と

在
宅
見
守
り
シ
ス
テ
ム

　

織
田
病
院
で
は
、
入
院
早
期
か
ら
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
退
院
支
援
を

目
的
と
し
た
多
職
種
協
働
フ
ラ
ッ
ト
型

支
援
チ
ー
ム
を
つ
く
り
上
げ
た
。
そ
の

た
め
に
看
護
師
、
薬
剤
師
、
理
学
療
法

士
、
管
理
栄
養
士
、メ
デ
ィ
カ
ル
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
い
っ
た
多
職
種
を

病
棟
に
配
置
す
る
。
さ
ら
に
退
院
後
の

ケ
ア
の
継
続
を
行
い
、
織
田
病
院
の
目

指
す
「
治
し
支
え
る
医
療
」
を
実
現

す
る
た
め
に
、
病
院
と
在
宅
と
を
シ
ー

ム
レ
ス
に
つ
な
ぎ
、
高
齢
の
患
者
が
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を

支
え
る
の
が
、メ
デ
ィ
カ
ル・ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
（
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
か
し

た
在
宅
見
守
り
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

Ｍ
Ｂ
Ｃ
は
、
２
０
１
５
年
、
織
田
病

院
の
２
階
に
あ
る
「
連
携
セ
ン
タ
ー
」

内
に
設
置
さ
れ
た
、
退
院
直
後
の
在

宅
医
療
支
援
を
行
う
チ
ー
ム
で
あ
る
。

Ｍ
Ｂ
Ｃ
チ
ー
ム
は
医
師
、
訪
問
看
護

師
、
理
学
療
法
士
、
メ
デ
ィ
カ
ル・ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

ヘ
ル
パ
ー
の
多
職
種
約
30
名
で
構
成
さ

れ
、
患
者
の
退
院
と
同
時
に
在
宅
医
療

の
支
援
を
開
始
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

退
院
直
後
２
週
間
の
在
宅
療
養
生
活

地
域
に
お
い
て
24
時
間
３
６
５
日

急
変・救
急
患
者
を
断
ら
な
い

　

社
会
医
療
法
人
祐
愛
会
の
中
核
と
な
る
織
田

病
院
は
病
床
数
１
１
１
床
（
一
般
）、
２
０
０
４

年
に
開
放
型
（
病
床
）
病
院
（
登
録
医
60
名
）

と
な
り
、
２
年
後
の
２
０
０
６
年
に
は
Ｄ
Ｐ
Ｃ

対
象
病
院
、
２
０
１
２
年
に
は
在
宅
療
養
支
援

病
院
（
強
化
型
）
と
な
っ
た
。

　

診
療
科
は
内
科
、
外
科
、
循
環
器
・
胸
部
心

臓
血
管
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、

形
成
外
科
や
麻
酔
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
な
ど
が
あ
り
、
常
勤
す
る
医
師
は
30
名
、
看

護
体
制
は
急
性
期
一
般
入
院
基
本
料
１
の
７
：

１
、
現
在
（
２
０
１
９
年
度
）、
平
均
在
院
日
数

は
11
・
6
日
、
病
床
稼
働
率
は
95
・
5
％
、
新

規
入
院
患
者
数
は
３
１
９
２
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
以
前
は
外
来
患
者
さ
ん
が
６
０
０
～
７
０
０

名
ほ
ど
で
し
た
が
、
今
は
そ
の
半
分
ほ
ど
を
地

域
の
か
か
り
つ
け
医
（
登
録
医
）
に
逆
紹
介
し
、

代
わ
り
に
24
時
間
３
６
５
日
救
急
患
者
や
在
宅

の
急
変
患
者
を
絶
対
に
断
ら
ず
に
受
け
入
れ
、

月
に
３
０
０
名
以
上
の
紹
介
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
」
（
織
田
理
事
長
）

　

急
性
期
病
院
と
し
て
の
機
能
に
加
え
、
同
院

で
は
後
述
す
る
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

（
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）
に
よ
る
在
宅
医
療
の
支
援
も
、
法

人
の
重
要
な
機
能
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
と
も

な
い
、
か
か
り
つ
け
医
と
の
間
の
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
共
同
利
用
も
進
ん
で
お
り
、
そ
の
数
は
年
間

１
千
件
以
上
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
医
療
機
関
と
の
ス
ム
ー
ズ

な
連
携
は
、Ｍ
Ｂ
Ｃ
や
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る
病
診
連
携

な
ど
の
仕
組
み
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
歴
史
あ

る
病
院
と
し
て
、
地
区
医
師
会
と
の
繋
が
り
や

良
好
な
関
係
性
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
、

同
病
院
院
長
で
地
区
医
師
会
の
副
会
長
も
兼
務

し
て
い
る
伊
山
明
宏
氏
は
指
摘
す
る
。

　
「
病
院
の
規
模
が
１
１
１
床
と
、
地
域
の
病

院
と
し
て
は
小
回
り
の
利
く
大
き
さ
だ
と
い
う

こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
鹿
島
市
に
は
公
立
病

院
が
な
い
こ
と
か
ら
私
た
ち
が
社
会
医
療
法

人
と
し
て
、
地
域
の
大
き
な
課
題
に
率
先
し

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
地
域
の
開
業
医
の
先
生
方
の
力
に
な
れ

る
よ
う
適
切
に
調
整
し
、
良
好
な
連
携
を
保
っ

て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
医
療
を
支
え
て
い
き

佐賀県鹿島市で１００年以上の歴史を持つ社会医療法人祐愛会織田病院の外観。地域の人々が安心して生活できるように 24 時間 365 日、
在宅急変患者・救急患者の受け入れ体制をとっている。二人主治医制を原則とし、開放型病床の登録医 60 名と連携し、地域医療を強化し
ている。写真は勉強会の様子。織田病院は術後疼痛管理・在宅慢性期領域パッケージの看護師特定行為指定研修機関となっている。写真は
看護師特定行為研修センター開講式の様子。

（左上から）治療と並行して、多職種協働フラット型チームで在宅医療に向けての支援を進めている。（左下から）多職種で、MBC〈メディカル・
ベース・キャンプ〉による退院直後の在宅医療支援の強化、ケアの継続を図っている。（右下）訪問診療の様子。電子カルテのクラウド化に
より在宅でも電子カルテの活用が可能。

織田病院　院長
地区医師会　副会長

伊山　明宏 氏
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な
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る

の
が
通
信
上
の
課
題
で
す
。
そ
れ
だ
け

に
、
今
後
進
む
で
あ
ろ
う
５
Ｇ
（
第
5

世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
）
の
普
及
に

は
期
待
を
し
て
い
ま
す
」

地
域
の
介
護
を
幅
広
く
支
え
る

ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ

　

社
会
医
療
法
人
祐
愛
会
に
お
い
て
、

織
田
病
院
と
と
も
に
総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
支
え
て
い
る
の
が
「
ゆ
う

あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
」
で
あ
る
。
15
年
が
か

り
で
つ
く
り
上
げ
た
と
い
う
こ
の
施
設

は
、
約
８
０
０
０
坪
の
緑
あ
ふ
れ
る
敷

地
内
に
、
入
所
定
員
80
名
・
通
所
定
員

１
０
０
名
の
介
護
老
人
保
健
施
設
ケ
ア

コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い
を
中
心
に
、
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
、
デ
イ
ケ
ア
、
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
（
以
下
、
小
多
機
）、
特
定

施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
が
点
在

し
、介
護
予
防
か
ら
重
度
の
ケ
ア
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
段
階
に
対
応
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
や
施
設
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
う

あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
介
護
部
門
総
合
企
画
部

長
の
神
代
修
氏
は
、
こ
う
解
説
す
る
。

　
「
ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
は
、
い
わ
ば

大
規
模
多
機
能
の
複
合
施
設
で
す
。

地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
介
護
に
関
し
て

お
困
り
の
方
に
対
し
、
訪
問
で
も
入
所

で
も
、短
期
で
も
住
ま
い
と
し
て
で
も
、

在
宅
支
援
に
関
し
て
必
ず
何
か
し
ら
の

を
見
守
り
、
症
状
が
安
定
し
た
段
階
で
地
域
の

か
か
り
つ
け
医
に
引
き
継
い
で
い
く
。

　
「
Ｍ
Ｂ
Ｃ
が
あ
る
連
携
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

た
80
イ
ン
チ
の
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
退
院
が
決
定
し
た
患
者
さ
ん
の
氏
名

な
ど
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
Ｍ
Ｂ
Ｃ
に
移
行

し
た
患
者
さ
ん
の
自
宅
が
地
図
上
に
マ
ッ
ピ
ン

グ
さ
れ
、
訪
問
に
出
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
動
態

管
理
が
で
き
、
ど
の
チ
ー
ム
が
ど
こ
に
い
る
の

か
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
緊
急
時
に
は
、
近
く
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
が

患
者
さ
ん
宅
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
」

（
織
田
理
事
長
）

　

一
方
で
、
患
者
の
自
宅
に
は
I
C
T
や

I
o
T
を
活
用
し
た
見
守
り
シ
ス
テ
ム
が
設
置

さ
れ
る
。
患
者
宅
の
テ
レ
ビ
を
利
用
し
た
ビ
デ

オ
通
話
に
よ
る
声
か
け
機
能
、
バ
イ
タ
ル
デ
バ

イ
ス
を
用
い
た
心
拍
計
測
、
室
温
セ
ン
サ
ー
や

ワ
ッ
ト
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
使
っ
た
熱
中
症
対
策
の
た

め
の
室
温
管
理
な
ど
で
、
患
者
の
在
宅
生
活
の

安
心
を
支
え
て
い
る
の
だ
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
退
院
支
援
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
総
合

管
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
仮
想

化
に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
は

デ
ー
タ
が
残
ら
ず
、
情
報
流
出
防
止
へ
の
配
慮

が
な
さ
れ
て
お
り
、
訪
問
先
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

Ｍ
Ｂ
Ｃ
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る
退
院
支
援
の
手
ご
た

え
に
つ
い
て
、
織
田
病
院
総
合
診
療
科
部
長
で

Ｍ
Ｂ
Ｃ
の
担
当
医
師
で
あ
る
織
田
良
正
氏
は
次

の
よ
う
に
話
す
。

　
「
高
齢
者
の
老
々
介
護
や
独
居
世
帯
で
は
、

退
院
し
た
後
に
入
院
中
の
ケ
ア
が
途
切
れ
、
す

ぐ
に
再
入
院
と
な
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
チ
―
ム
が
退
院
と
同

時
に
多
職
種
で
患
者
さ
ん
の
在
宅
医
療
へ
の
移

行
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
入
院
か
ら
一
貫
し
た

治
療
と
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
退
院
直
後
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に

な
る
患
者
さ
ん
が
増
え
れ
ば
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
率
的
な
支
援
が
必
要
に

上からデイサービスに通いながらも、訪問・宿泊が必要な方が利用している『小規模多機能ホームゆうあい』の外観。ウォーキング教室やフィッ
トネスなど介護予防を行う『ゆうあいフィットネス』の外観。『ケアセンター』『デイケア』の外観。介護保険で要介護認定を受けた方が利用
できる介護付き有料老人ホーム『レジデンスゆうあい』の外観。

（左上から）デイケアのリハビリルームと『ゆうあいフィットネス』で開催される介護予防フィットネスの様子。訪問看護ステーション、24 時間定期巡回随時対応
型サービス、訪問診療は病院 MBC と協力して進められている。（左下から）生活習慣病の予防・改善に継続的に取り組むことを目標として健診事業を行う『健
康管理センター』が行う糖尿病料理教室の様子。介護老人保健施設『ケアコートゆうあい』のホール。（右下）ヘルパーステーションゆうあいのスタッフルーム。

織田病院総合診療科部長
MBC担当医師

織田　良正 氏

ゆうあいビレッジ
介護部門総合企画部長

神代　修 氏
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ま
た
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
と

い
う
点
で
、
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
の
支
援
も
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
特
定
看
護
師
の
養
成
も

特
徴
あ
る
取
り
組
み
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
「
当
院
は
、
術
後
疼
痛
管
理
・
在
宅
慢
性
期

領
域
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
看
護
師
特
定
行
為
指
定
研

修
機
関
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
３
期
目
の
特
定

看
護
師
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
１
期
目
と
２
期

目
は
各
５
名
、
３
期
目
は
７
名
が
研
修
を
受
け

て
お
り
、
い
ず
れ
も
祐
愛
会
に
所
属
す
る
看
護

師
で
す
。１・２
期
の
研
修
を
受
け
た
看
護
師
は
、

１
名
が
訪
問
看
護
、
１
名
が
ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ

ジ
の
特
定
施
設
、
そ
れ
以
外
は
織
田
病
院
の
外

来
や
病
棟
で
看
護
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
フ
ィ

ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
臨
床
推
論
等
を
通
じ
、

医
師
の
思
考
過
程
を
学
ぶ
こ
と
は
、
本
人
た
ち

の
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
ね
」
と
、
看
護
部
長
の
原
崎
真
由
美
氏

は
話
し
て
く
れ
た
。

誰
ひ
と
り
置
き
去
り
に
し
な
い

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
理
念
と
の
親
和
性

　

総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、「
治
す

医
療
」
か
ら
「
治
し
支
え
る
医
療
」
へ
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
実
現
し
た
社
会
医
療
法
人
祐

手
助
け
が
で
き
る
。
地
域
で
過
ご
す
た
め
に

必
要
な
手
立
て
が
、
い
つ
で
も
考
え
ら
れ
、
提

供
で
き
る
施
設
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
祐
愛
会
で
は
、
ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ

の
ほ
か
に
も
鹿
島
市
を
７
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け

て
、
要
所
に
認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
す
る
な
ど
、
よ
り
き
め
細
か
な
在
宅
支
援

の
サ
ー
ビ
ス
を
メ
ニ
ュ
ー
化
し
て
い
る
。
ゆ
う

あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
副
施
設
長
の
諸
岡
義
彦
氏
は
次

の
よ
う
に
語
る
。

　
「
ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
は
、
軽
度
の
障
害
か

ら
重
度
、
そ
し
て
ケ
ア
が
必
要
な
方
の
居
住

ま
で
、
多
彩
な
機
能
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

最
大
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
最
近
で
は
、

認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
小
多
機
の

稼
働
率
も
か
な
り
高
く
な
り
、
実
績
も
上
が
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、地
域
の
皆
さ
ん
か
ら『
ゆ

う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
に
相
談
す
れ
ば
安
心
だ
ね
』

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が

専
門
性
を
活
か
し
、
地
域
の
力
に
な
っ
て
い
き

た
い
で
す
ね
」

人
材
確
保
の
た
め
の
働
き
か
け
と

特
定
看
護
師
の
養
成

　

現
在
、
我
が
国
の
医
療
機
関
や
介
護
事
業

所
に
お
い
て
、
質
の
高
い
人
材
確
保
と
そ
の
定

着
は
、
共
通
す
る
喫
緊
の
課
題
だ
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
祐
愛
会
も
同
じ
課
題
を
抱
え
て
い
る

と
、
織
田
病
院
の
事
務
管
理
部
部
長
代
行
の
宮

崎
公
志
氏
は
指
摘
す
る
。

　
「
以
前
に
比
べ
る
と
、
採
用
は
年
々
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
ね
。
看
護
師
は
も
と
よ
り
、
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
に
つ
い
て
も
、
な
か
な
か
雇
用
す

る
側
が
選
べ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
当
法
人
で
は
、
地
域
の
中
高
生
を
集
め
て

病
院
で
の
1
日
体
験
な
ど
を
通
じ
、
地
元
の
若

者
の
理
解
を
深
め
育
む
こ
と
で
、
安
定
的
に
若

い
人
材
を
確
保
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま

す
。
外
国
人
職
員
に
つ
い
て
も
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
や
留

学
生
の
受
け
入
れ
に
よ
り
病
院
で
４
名
、
介
護

で
５
名
を
雇
用
し
て
お
り
、
少
し
ず
つ
で
す
が

定
着
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

愛
会
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
進
ん

で
い
く
の
か
？　

織
田
理
事
長
は
、
こ
う
話
し

て
く
れ
た
。

　
「
私
た
ち
法
人
の
開
設
理
念
と
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

『
誰
ひ
と
り
置
き
去
り
に
し
な
い
』
と
い
う
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
共
通
理
念
と
親
和
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
て
い
る
17
の
目
標
の
中

に
は
、
当
法
人
の
取
り
組
み
と
融
和
す
る
も
の

が
多
く
、
２
０
３
０
年
に
向
け
た
当
法
人
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
具
現
化
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
進
め
て

い
く
こ
と
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
」

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
と
多
職
種
連
携
に

よ
る
Ｍ
Ｂ
Ｃ
を
武
器
に
、
地
域
を
支
え
て
い
く

織
田
病
院
の
取
り
組
み
に
、
今
後
も
注
目
を
し

て
い
き
た
い
。

（
取
材
・
文
／
瀬
沼
健
司
）

認知症や介護度重度の方が自分らしい生活を送るための支援を行う『グループホームゆうあい 1 丁目』『グループホームゆうあい 2 丁目』『グ
ループホームゆうあい 3 丁目』の外観。『デイサービスゆうあいさくら通り』、認知症デイサービス『デイサービスゆうあい七浦』の外観。

◆Information
　　　　　　　　　　　　　　　　　社会医療法人祐愛会

【関連施設】
■織田病院
■ゆうあいビレッジ
・ 介護老人保健施設ケアコートゆうあい
・ グループホームゆうあい
・ 地域密着型特定施設レジデンスゆうあい
・ デイサービスゆうあい
・ 小規模多機能ホームゆうあい／
  サテライトゆうあい
・ 訪問看護ステーションゆうあい
・ ヘルパーステーションゆうあい
・ 在宅ケアサポートゆうあい
■小宗神経耳科学研究所
■ようこクリニック

〒849-1311　佐賀県鹿島市高津原4306
TEL 0954-63-3275（代表）　FAX 0954-62-4474（代表）
URL https://www.yuai-hc.jp/

ゆうあいビレッジ
副施設長

　諸岡　義彦氏

織田病院　
事務管理部　部長代行
          　 宮崎　公志 氏

織田病院看護　部長
原崎　真由美 氏


